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作物生育とアミノ酸
作物の根が吸収する窒素化合物はアンモニアや硝酸、尿素などが多いが、アミノ酸の形
でも吸収され、アミノ酸の吸収が多いほど作物は健全に生育する。とくに低温や日照不足な
どで作物の生育が悪い時や、病害虫が多発する時などは、アミノ酸の吸収を促すような施
肥をすると効果が高い。

アミノ酸肥料の有効利用
アミノ酸肥料といっても、必要なアミノ酸がバランスよく適量に含まれていないといけないし、
なるべく小さな分子量になっていないと、根が効率よく吸収できない。図で示してあるように、
「MAM｣はこれらの条件をもっとも効果がでやすいように工夫したアミノ酸肥料である。
それでも、アミノ酸は土の中では比較的短時間で分解してしまうから、根の近くに施さない
と効果がでにくい。そのため、施肥法は溝施肥が基本であるが、その際は完熟堆肥を一緒
に施してほしい。完熟堆肥にはアミノ酸以外にも作物活性化成分があり、アミノ酸肥料と互
いに助け合って健全な作物を育てる。

おすすめ商品

成分
有機態ﾁｯｿ
ｱﾝﾓﾆｱ態ﾁｯｿ
価格

シルバーオールマイティ

成分
有機態ﾁｯｿ
ｱﾝﾓﾆｱ態ﾁｯｿ
ｳﾚｱﾎﾙﾑ
ｼﾞｼｱﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ
価格

ビッグハーベイ100

成分
有機態ﾁｯｿ
ｱﾝﾓﾆｱ態ﾁｯｿ
価格

ローヤルオールマイティ

成分

有機態ﾁｯｿ
ｱﾝﾓﾆｱ態ﾁｯｿ
価格

ビッグハーベイ808

オールマイティ
シリーズ

ビッグハーベイ
シリーズ

8-10-10
2%
5%
¥2,385

10-10-10Mg3
2%
6%
1%
1%
¥2,378

8-12-10
2.1%
4%
¥2,493

8-10-8Mg4
ﾏﾝｶﾞﾝ0.4ﾎｳ素0.4
3%
5%
¥2,305

オールマイティ
シリーズ



土の性質

物理性 化学性

生物性

土の比重（重さ）とリン酸吸収係数は反比例の関係
1100

0.97～1.06
理想値

1.30.6

9001900

（固相率40%）
団粒構造

重い土
（粘土）

排水性悪い
保水性良い

軽い土
（火山灰土）
排水性良い
保水性悪い

リン酸吸収係数

仮比重

養分バランス施肥

物理性の改善からスタートすることにより、微生物の活動環境が整い、土の団粒構造が形成
され根張りが良くなります。 そうすることにより施した肥料養分の吸収が促進され、作物が
健全に生育します。
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作物の品質や健康を高めるのが塩基（石灰・苦土・加里）
であり、その全体のバランスをとって効果を高める役割を
リン酸が担っています。
よって養分バランスの診断のポイントは、チッソと、塩基と
リン酸とのバランスです。

チッソを効率的に効かすことが施肥の最大の目的です

腐植
地力

完熟堆肥で改善完熟堆肥＋ゼオライトで改善

※苦土は、石灰と加里のバランスを取る中心にあります。
ダブルマグは、生育初期には水溶性を効かせ、後期は苦溶性を効かせます。
苦土1kg当たりの参考価格：ダブルマグ300円、硫酸苦土（全量水溶性）310円

物理性 比重の改善！

生物性 団粒構造の形成！

化学性 保肥・保水力の向上で養分バランス施肥！



土づくり・施肥設計の手順

1.作物の生育状況や土壌について問診
2.問題があれば原因の調査・分析
3.調査結果をもとに処方箋（施肥設計）
４.使用後の点検・確認

1.仮比重を理想値に近づけるための完熟堆肥などの投入計画
2.塩基飽和度が栽培する作物に適した値かどうか検討
3.CEC・塩基飽和度を改善するための完熟堆肥などの投入計画
4.塩基バランスを整える塩基の施肥設計
5.チッソの施肥設計
6.リンサンの施肥設計

土壌診断票の数値

問診 調査・分析 処方箋（施肥設計） 点検・確認

腐植とCECの関係

腐植 ＣＥＣ

２％ → １０me

３％ → ２０me

５％ → ３０me

塩基飽和度とPH（kcl）の関係

塩基飽和度 PH（kcl）

１００％ → ７．０

８０％ → ６．５

６０％ → ５．５

理想値（０．９７～１．０６）と比較

塩基飽和度８０％で
石灰５０％：苦土２０％：加里１０％
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